
　
　
　

𠮷
岡
伸
一
教
授
略
歴

一
九
五
三
年
四
月
一
四
日　

大
阪
府
に
生
ま
れ
る
。

一
九
七
二
年
四
月　
　
　
　

京
都
大
学
法
学
部
入
学

一
九
七
七
年
三
月　
　
　
　

京
都
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
七
七
年
四
月　
　
　
　

株
式
会
社
大
阪
銀
行
入
行

一
九
九
八
年
三
月　
　
　
　

株
式
会
社
大
阪
銀
行
退
職

一
九
九
八
年
四
月　
　
　
　

株
式
会
社
三
和
総
合
研
究
所
入
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
〇
〇
二
年
四
月
に
株
式
会
社
Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所
に
社
名
変
更
）

二
〇
〇
三
年
三
月　
　
　
　

株
式
会
社
Ｕ
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所
退
職

二
〇
〇
三
年
四
月　
　
　
　

岡
山
大
学
法
学
部
助
教
授

二
〇
〇
六
年
四
月　
　
　
　

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
教
授

二
〇
一
九
年
三
月　
　
　
　

岡
山
大
学
退
職
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主
要
業
績
目
録

著

書
『
新
金
融
実
務
手
引
シ
リ
ー
ズ
：
融
資
管
理
』（
共
著
）

金
融
財
政
事
情
研
究
会

二
〇
〇
五
年
一
一
月

『
時
効
管
理
の
実
務
』（
共
著
）

金
融
財
政
事
情
研
究
会

二
〇
〇
七
年　

八
月

『
現
代　

家
族
法
実
務
大
系　

第
三
巻　

相
続
Ⅰ
』（
共

著
）

新
日
本
法
規
出
版

二
〇
〇
八
年　

三
月

『
変
わ
り
ゆ
く
人
と
民
法
』（
共
著
）

有
信
堂
高
文
社

二
〇
〇
九
年
一
一
月

『
取
引
先
の
相
続
と
金
融
法
務
』（
共
著
）

金
融
財
政
事
情
研
究
会

二
〇
一
〇
年

七
月

『
法
人
保
証
・
法
人
根
保
証
の
法
理
―
そ
の
理
論
と
実

務
』（
共
著
）

商
事
法
務

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

『
民
法
学
の
現
在
と
近
未
来
』（
共
著
）

法
律
文
化
社

二
〇
一
二
年
一
一
月

『
ユ
ー
リ
カ
民
法
二
』（
共
著
）

法
律
文
化
社

二
〇
一
八
年　

三
月

論
　
　
説

「
賃
料
債
権
に
対
す
る
抵
当
権
者
の
物
上
代
位
に
よ
る

差
押
え
と
当
該
債
権
へ
の
敷
金
の
充
当
」

金
融
法
務
事
情
一
六
六
九
号

二
〇
〇
三
年　

三
月

「
根
抵
当
権
を
有
す
る
別
除
権
者
が
別
除
権
を
放
棄
す

る
場
合
と
根
抵
当
権
設
定
登
記
の
抹
消
登
記
の
要
否
」

金
融
法
務
事
情
一
六
八
七
号

二
〇
〇
三
年
一
〇
月

「
不
動
産
登
記
の
公
信
力
と
民
法
九
四
条
二
項
の
関
係

に
つ
い
て
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
三
四
号

二
〇
〇
四
年　

一
月
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「
停
止
条
件
付
集
合
債
権
譲
渡
担
保
契
約
等
と
破
産
法

に
よ
る
否
認
」

金
融
法
務
事
情
一
六
九
九
号

二
〇
〇
四
年　

二
月

「
差
押
え
等
に
よ
る
時
効
中
断
お
よ
び
そ
の
取
消
し
の

遡
及
効
に
つ
い
て
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
五
五
巻
二
号

二
〇
〇
六
年　

一
月

「
民
法
九
一
五
条
の
熟
慮
期
間
に
つ
い
て
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
五
五
巻
三
・
四
号

二
〇
〇
六
年　

三
月

「
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
に
よ
る
登
記
を
信
じ

た
者
の
保
護
に
つ
い
て
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
五
九
巻
一
号

二
〇
〇
九
年　

九
月

「
債
権
譲
渡
禁
止
特
約
に
つ
い
て
の
一
考
察
」

法
律
時
報
八
一
巻
一
二
号

二
〇
〇
九
年
一
一
月

「
従
業
員
持
ち
株
会
と
従
業
員
間
の
買
戻
し
代
金
額
に

つ
い
て
の
特
約
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
五
九
巻
二
号

二
〇
〇
九
年
一
二
月

「
債
務
名
義
を
取
得
し
て
い
る
債
権
者
が
仮
差
押
命
令

を
申
し
立
て
る
こ
と
の
可
否
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
五
九
巻
三
・
四
号

二
〇
一
〇
年　

三
月

「
差
押
禁
止
債
権
の
預
金
債
権
へ
の
転
化
と
禁
止
属
性

の
承
継
」

岡
山
大
学
法
学
会
六
〇
周
年
記
念
論
文
集

二
〇
一
〇
年　

四
月

「
民
事
再
生
手
続
に
よ
る
担
保
権
、特
約
等
の
変
更（
一
）

～
（
六
）」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
〇
巻
一
号
～
六
一
巻
四
号

二
〇
一
〇
年　

八
月
～

二
〇
一
二
年　

三
月

「
債
権
差
押
命
令
申
立
書
に
記
載
し
た
債
権
額
と
配
当

時
の
請
求
金
額
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
四
八
号

二
〇
一
一
年　

三
月

「
連
帯
保
証
人
間
の
求
償
関
係
に
つ
い
て
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
一
巻
一
号

二
〇
一
一
年　

八
月

「
主
債
務
者
破
産
の
場
合
に
お
け
る
保
証
債
務
履
行
請

求
権
の
時
効
管
理
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
一
巻
三
号

二
〇
一
二
年　

二
月

「
預
金
債
権
差
押
え
申
立
て
の
際
の
「
特
定
」
の
要
件
」

龍
谷
法
学
四
四
巻
四
号

二
〇
一
二
年　

三
月
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「
借
地
上
の
建
物
を
担
保
取
得
す
る
際
の
地
主
の
念
書

の
効
力
」

法
律
時
報
八
五
巻
一
号

二
〇
一
三
年　

一
月

「
児
童
手
当
が
預
金
債
権
へ
転
化
し
た
場
合
の
差
押
禁

止
属
性
の
承
継
」

銀
行
法
務
二
一
―
七
六
八
号

二
〇
一
四
年　

二
月

「
保
証
人
が
主
債
務
者
を
単
独
相
続
し
た
場
合
の
弁
済

と
消
滅
時
効
の
中
断
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
四
巻
二
号

二
〇
一
四
年
一
二
月

「
弁
護
士
会
照
会
へ
の
回
答
義
務
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
四
巻
三
・
四
号

二
〇
一
五
年

三
月

「
建
築
協
力
金
と
賃
料
債
権
と
の
相
殺
契
約
、
お
よ
び

そ
の
後
の
法
的
整
理
手
続
開
始
決
定
の
影
響
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
〇
六
四
号

二
〇
一
五
年
一
二
月

「
事
前
求
償
権
に
よ
る
仮
差
押
え
と
事
後
求
償
権
の
時

効
中
断
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
五
巻
三
・
四
号

二
〇
一
六
年　

三
月

「
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
の
行
使
が
、
共
同

保
証
人
に
対
す
る
求
償
権
の
時
効
を
も
中
断
す
る
か
？
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
六
巻
一
号

二
〇
一
六
年　

八
月

「
民
事
再
生
手
続
に
よ
る
担
保
権
、
特
約
等
の
変
更
（
七

―
完
）」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
六
巻
二
号

二
〇
一
六
年
一
二
月

「
主
債
務
会
社
の
破
産
と
抵
当
権
の
消
滅
時
効
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
六
巻
三
・
四
号

二
〇
一
七
年

三
月

「
将
来
債
権
の
譲
渡
と
譲
渡
禁
止
特
約
に
つ
い
て
の
一

考
察
（
上
）」

銀
行
法
務
二
一
―
八
二
一
号

二
〇
一
七
年
一
一
月

「
将
来
債
権
の
譲
渡
と
譲
渡
禁
止
特
約
に
つ
い
て
の
一

考
察
（
下
）」

銀
行
法
務
二
一
―
八
二
二
号

二
〇
一
七
年
一
二
月
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「
根
保
証
契
約
と
信
義
則
に
よ
る
制
限
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
七
巻
二
号

二
〇
一
七
年
一
二
月

判
例
評
釈
等

「
車
金
融
業
者
に
よ
る
所
有
権
留
保
自
動
車
の
担
保
取

得
と
不
法
行
為
」

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
二
五
号

二
〇
〇
二
年　

七
月

「
弁
済
供
託
に
お
け
る
供
託
金
取
戻
請
求
権
の
消
滅
時

効
の
起
算
点
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
八
九
号

二
〇
〇
二
年　

七
月

「
抵
当
権
の
物
上
代
位
の
目
的
と
な
る
債
権
に
対
す
る

転
付
命
令
の
効
力
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
〇
五
号

二
〇
〇
三
年　

一
月

「
同
一
の
被
保
全
債
権
に
基
づ
く
異
な
る
目
的
物
へ
の

仮
差
押
の
申
立
て
」

金
融
法
務
事
情
一
六
七
七
号

二
〇
〇
三
年　

六
月

「
代
理
店
・
管
理
者
等
が
預
か
る
預
金
の
帰
属
に
つ
い

て
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
二
三
号

二
〇
〇
三
年　

九
月

「
抵
当
権
の
物
上
代
位
の
目
的
と
な
る
債
権
に
対
す
る

転
付
命
令
の
効
力
」

金
融
法
務
事
情
一
六
八
四
号

二
〇
〇
三
年　

九
月

「
主
債
務
者
破
産
の
場
合
に
お
け
る
保
証
債
務
履
行
請

求
権
の
時
効
管
理
」

銀
行
法
務
二
一
―
六
二
三
号

二
〇
〇
三
年
一
〇
月

「
長
期
借
入
人
が
抵
当
権
の
被
担
保
債
権
を
負
う
場
合

と
引
渡
命
令
」

金
融
法
務
事
情
一
六
八
九
号

二
〇
〇
三
年
一
〇
月

「
空
リ
ー
ス
・
空
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
に
関
す
る
保
証
契
約

と
要
素
の
錯
誤
に
つ
い
て
」

法
律
時
報
七
六
巻
七
号

二
〇
〇
四
年　

六
月
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「
差
押
禁
止
債
権
が
預
金
債
権
に
転
化
し
た
と
き
の
強

制
執
行
、
相
殺
の
可
否
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
五
七
号

二
〇
〇
四
年
一
一
月

「
盗
取
通
帳
に
よ
る
預
金
の
払
戻
と
銀
行
の
注
意
義
務
」

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
三
〇
号

二
〇
〇
五
年　

二
月

「
誤
振
込
さ
れ
た
預
金
に
つ
い
て
銀
行
が
受
取
人
に
対

す
る
貸
付
債
権
を
も
っ
て
相
殺
す
る
こ
と
の
可
否
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
六
八
号

二
〇
〇
五
年　

三
月

「
取
得
時
効
と
抵
当
権
の
消
滅
」

金
融
法
務
事
情
一
七
四
五
号

二
〇
〇
五
年

七
月

「
敷
金
へ
の
質
権
設
定
・
承
諾
と
返
還
請
求
の
相
手
方
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
八
八
号

二
〇
〇
五
年
一
一
月

「
不
渡
異
議
申
立
預
託
金
の
供
託
義
務
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
九
九
号

二
〇
〇
六
年　

三
月

「
質
権
の
設
定
さ
れ
た
敷
金
返
還
請
求
権
に
つ
い
て
の

破
産
管
財
人
と
賃
貸
人
の
未
払
い
賃
料
の
充
当
合
意
の

可
否
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
八
二
八
号

二
〇
〇
六
年　

四
月

「
同
順
位
の
設
定
の
あ
る
根
抵
当
権
に
つ
き
実
行
の
際

に
申
し
立
て
た
債
権
額
が
請
求
債
権
額
で
は
な
く
配
当

を
要
求
す
る
額
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
例
」

金
融
法
務
事
情
一
七
七
三
号

二
〇
〇
六
年　

六
月

「
破
産
者
が
自
由
財
産
の
中
か
ら
任
意
弁
済
す
る
こ
と

の
可
否
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
一
六
号

二
〇
〇
六
年
一
〇
月

「
先
日
付
振
込
み
依
頼
後
に
債
権
差
押
え
を
受
け
た
場

合
の
組
戻
し
手
続
の
要
否
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
二
二
号

二
〇
〇
六
年
一
二
月

「
金
融
機
関
役
員
の
融
資
決
裁
責
任
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
五
六
巻
三
・
四
号

二
〇
〇
七
年　

三
月

「
銀
行
員
に
建
築
基
準
法
に
か
か
る
説
明
義
務
違
反
が

あ
る
と
さ
れ
た
事
例
」

銀
行
法
務
二
一
―
六
七
一
号

二
〇
〇
七
年　

三
月
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「
物
上
保
証
人
所
有
不
動
産
に
対
す
る
競
売
開
始
決
定

正
本
の
債
務
者
へ
の
送
達
と
時
効
中
断
」

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
三
二
号

二
〇
〇
七
年　

四
月

「
融
資
と
建
物
建
築
と
が
一
体
に
な
っ
た
土
地
購
入
を

勧
誘
す
る
建
築
会
社
担
当
者
の
説
明
義
務
」

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
三
五
号

二
〇
〇
七
年　

七
月

「
抵
当
土
地
上
に
抵
当
権
設
定
後
建
築
さ
れ
た
建
物
の

賃
借
人
は
、
土
地
抵
当
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
」

金
融
法
務
事
情
一
八
一
五
号

二
〇
〇
七
年
一
〇
月

「
最
高
裁
『
文
書
提
出
命
令
』
判
決
に
見
る
金
融
機
関

の
守
秘
義
務
」

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
二
〇
〇
八

年
七
月
号

二
〇
〇
八
年　

六
月

「
定
額
郵
便
貯
金
に
つ
き
共
同
相
続
人
の
一
人
か
ら
の

自
己
の
相
続
分
請
求
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
」

金
融
法
務
事
情
一
八
四
五
号

二
〇
〇
八
年　

九
月

「
い
わ
ゆ
る
事
前
求
償
権
の
消
滅
時
効
の
進
行
」

金
融
法
務
事
情
一
八
五
四
号

二
〇
〇
八
年
一
二
月

「
文
書
提
出
命
令
と
金
融
機
関
の
守
秘
義
務
」

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
二
〇
〇
九

年
五
月
号

二
〇
〇
九
年　

四
月

「
共
同
相
続
人
の
一
人
か
ら
の
預
金
取
引
経
過
開
示
請

求
に
つ
い
て
」

銀
行
法
務
二
一
―
七
〇
八
号

二
〇
〇
九
年
一
〇
月

「
取
立
委
任
手
形
の
譲
渡
担
保
手
形
へ
の
変
更
と
手
形

債
権
の
移
転
時
期
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
五
九
巻
二
号

二
〇
〇
九
年
一
二
月

「
包
括
根
保
証
契
約
に
お
け
る
保
証
債
務
の
求
償
範
囲
」

金
融
・
商
事
判
例
一
三
三
六
号

二
〇
一
〇
年　

三
月

「
債
務
名
義
を
取
得
し
て
い
る
債
権
者
が
仮
差
押
命
令

を
申
し
立
て
る
こ
と
の
可
否
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
五
九
巻
三
・
四
号

二
〇
一
〇
年　

三
月

「
債
権
者
の
受
領
拒
絶
と
供
託
①
お
よ
び
②
」

民
法
判
例
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
第
二
巻

二
〇
一
〇
年　

六
月

975
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「
四
国
銀
行
事
件
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
〇
巻
二
号

二
〇
一
〇
年
一
二
月

「
定
額
郵
便
貯
金
債
権
が
遺
産
に
属
す
る
こ
と
の
確
認

を
求
め
る
訴
え
の
確
認
の
利
益
の
有
無
」

金
融
判
例
研
究
二
一
号

二
〇
一
一
年　

九
月

「『
相
続
さ
せ
る
』
遺
言
と
代
襲
相
続
」

銀
行
法
務
二
一
―
七
三
七
号

二
〇
一
一
年
一
一
月

「
預
金
契
約
解
約
後
に
お
け
る
取
引
経
過
開
示
義
務
と

実
務
」

銀
行
実
務
六
三
五
号

二
〇
一
二
年　

三
月

「
銀
行
の
預
金
の
払
戻
拒
絶
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
実
務

上
の
留
意
点
」

銀
行
実
務
六
四
三
号

二
〇
一
二
年
一
一
月

「
会
社
か
ら
取
立
委
任
を
受
け
た
約
束
手
形
に
つ
き
商

事
留
置
権
を
有
す
る
銀
行
が
、
同
会
社
の
再
生
手
続
開

始
後
の
取
立
て
金
で
弁
済
充
当
す
る
こ
と
の
可
否
」

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
四
六
号

二
〇
一
三
年　

二
月

「
巻
頭
言
：
反
社
会
的
勢
力
へ
の
融
資
と
信
用
保
証
協

会
保
証
」

銀
行
法
務
二
一
―
七
六
六
号

二
〇
一
三
年
一
二
月

「
土
壌
汚
染
と
瑕
疵
担
保
責
任
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
三
巻
二
号

二
〇
一
三
年
一
二
月

「
銀
行
と
顧
客
と
の
間
で
金
利
ス
ワ
ッ
プ
取
引
契
約
を

す
る
に
際
し
て
の
銀
行
の
説
明
義
務
違
反
の
有
無
」

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
四
八
号

二
〇
一
四
年　

二
月

「
明
示
的
一
部
請
求
の
訴
え
に
よ
る
時
効
中
断
効
」

銀
行
法
務
二
一
―
七
七
二
号

二
〇
一
四
年

五
月

「
担
保
物
件
の
滅
失
と
保
全
・
回
収
」

銀
行
実
務
六
六
五
号

二
〇
一
四
年
一
〇
月

「
相
続
預
貯
金
の
払
戻
し
」

Ｊ
Ａ
金
融
法
務
五
三
七
号

二
〇
一
五
年
一
〇
月

「
民
法
九
一
五
条
の
熟
慮
期
間
の
起
算
点
に
関
す
る
最

近
の
二
つ
の
裁
判
例
」

岡
山
大
学
法
学
会
雑
誌
六
五
巻
二
号

二
〇
一
五
年
一
二
月

976
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「
非
公
開
会
社
の
株
式
を
民
法
九
〇
六
条
に
基
づ
き
単

独
相
続
さ
せ
た
事
例
」

私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
五
二
号

二
〇
一
六
年　

二
月

「
弁
護
士
会
照
会
を
め
ぐ
る
裁
判
例
と
最
高
裁
平
成

二
八
年
一
〇
月
一
八
日
判
決
の
与
え
る
影
響
」

銀
行
法
務
二
一
―
八
〇
九
号

二
〇
一
七
年　

一
月

「
共
同
相
続
し
た
預
貯
金
債
権
は
遺
産
分
割
の
対
象
に
」

自
由
と
正
義
六
八
巻
七
号

二
〇
一
七
年　

七
月

「
破
産
手
続
に
お
け
る
自
動
車
の
留
保
所
有
権
の
行
使

の
可
否
」

銀
行
法
務
二
一
―
八
二
七
号

二
〇
一
八
年　

四
月

「
外
為
取
引
に
お
け
る
動
産
の
譲
渡
担
保
権
の
利
用
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
三
一
号

二
〇
一
八
年
一
〇
月

そ
の
他「

担
保
・
執
行
法
制
の
改
正
と
金
融
実
務
へ
の
影
響
」

Ｊ
Ａ
金
融
法
務
三
八
三
号

二
〇
〇
三
年
一
一
月

「
新
不
動
産
登
記
法
と
実
務
対
応
：
金
融
機
関
の
対
応

策
」

金
融
法
務
事
情
一
七
三
二
号

二
〇
〇
五
年　

三
月

「
保
証
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
民
法
の
一
部
改
正
法

に
つ
い
て
」

銀
行
法
務
二
一
第
六
四
六
号

二
〇
〇
五
年　

五
月

「
必
携　

金
融
機
関
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス　

業
務
編

Ⅱ
」（
共
著
）

金
融
財
政
事
情
研
究
会

二
〇
〇
六
年　

三
月

「
意
見
書
：
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
」

二
〇
〇
六
年

八
月

「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ　

営
業
店
の
ク
レ
ー
ム
・
ト
ラ
ブ

ル
対
策
」（
共
著
）

金
融
財
政
事
情
研
究
会

二
〇
〇
六
年
一
一
月

「
企
業
法
務
判
例
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
三
〇
〇
」（
共
著
）

金
融
財
政
事
情
研
究
会

二
〇
〇
七
年
一
〇
月

977
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「
銀
行
窓
口
の
法
務
対
策
三
八
〇
〇
講
［
Ⅲ
巻
］
担
保
・

保
証
・
担
保
権
の
実
行
編
」（
共
著
）

金
融
財
政
事
情
研
究
会

二
〇
〇
九
年　

七
月

「
銀
行
法
務
実
務
資
料
集
：
改
訂
版
」

二
〇
〇
九
年　

九
月

「
意
見
書
：
転
貸
借
に
お
け
る
敷
金
返
還
請
求
権
の
発

生
時
期
に
つ
い
て
」

二
〇
一
三
年　

三
月

「
銀
行
窓
口
の
法
務
対
策
四
五
〇
〇
講
［
Ⅲ
巻
］
担
保
・

保
証
・
担
保
権
の
実
行
編
」（
共
著
）

金
融
財
政
事
情
研
究
会

二
〇
一
三
年　

六
月

978

六
八
二


